
□ 年 □ 月 □ 日

様

1 .

2 .

□ 年 □ 月 □ 日

3 . 特定粉じん排出等作業の完了

□ 年 □ 月 □ 日

4 . 申し送り事項

発注者氏名（法人にあたっては名称及びその代表者の氏名）

＊元請業者は、特定工事が終了した日から本報告書を３年間保存してください。
＊写真等を用いて報告することが望まれます。

元請業者（法人にあたっては名称及びその代表者の氏名）

（様式例）

特定粉じん排出等作業完了報告書

令和

発注者（法人にあたっては名称及びその代表者の氏名）

株式会社○○
代表取締役○○ ○○○

△△株式会社

代表取締役　△△ △△△

　ご依頼のありました特定粉じん排出等作業について完了したので、大気汚染防止法第18条の23に基づき報告いたします。

特定粉じん排出等作業の概要

対象建築物の名称 株式会社○○ 事務所　※個人宅の場合は「○○様住宅」と記載すること。

確認者が登録規定に基づく講習又は
石綿作業主任者技能講習を受講した
講習実施機関の名称等

　○×講習センター
※受講した講習実施機関の名称（一般社団法人日本アスベスト調査診断協
会に登録された者についてはその旨）を記入する。

対象建築物の所在地 〒○○○-○○○○　　奈良県○○市○丁目○番地○

除去等作業を行った
者

※元請業者が行った場合は「報告者と同じ」と記入する。
※下請負人が行った場合は氏名（法人の場合は法人名及び代表者氏名）を記入する。

作業の概要 （別紙1のとおり）

石綿含有建材の取り残しがないこと等の確認

確認年月日
※石綿含有建材の取り残しがないこと等を
確認した年月日を記入する（複数日の場合
は期間を記入

令和

確認者の氏名・所属法人名
　　□□ □□□□　(□□株式会社)
※確認を行った者の氏名（法人に所属している場合は氏名のほか法人名）
を記入する。

完了年月日 令和

異常時の対応 ※異常があった場合に行った対応を記入する。

計画と異なる対応を
行った場合はその措
置内容

※計画と異なる対応を行った場合はその措置内容を記入する。

この書面の説明を受けました。
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(別紙1)

作業の概要

作業の実施期間 令和 令和

特定粉じん排出等作業の
種類

大気汚染防止法施行規則別表第7

建築物等を解体する作業のうち、吹付け石綿及び石綿含有保温材等を除去する作業（下記②、⑤を
除く）

建築物等を解体する作業であって、石綿含有保温材等をかき落とし、切断又は破砕以外の方法で除
去する作業（下記⑤を除く）

建築物等を解体、改造又は補修する作業であって、石綿含有仕上塗材を除去する作業 （下記⑤を除
く）

建築物等を解体、改造又は補修する作業であって、石綿含有成形板等を除去する作業 （①、②、
③、⑤を除く）

建築物等を解体する作業であって、あらかじめ特定建築材料を除去することが著しく困難な作業
（一部崩壊している状態や傾いている状態等、作業員が立ち入ることが危険な状態であると都道府
県等が判断した建築物に対する作業）

建築物等を改造又は補修する作業であって、吹付け石綿や石綿含有保温材等に係る作業

※作業計画に記載した内容について簡潔に記入
※別紙に記入してもよい。

特定建築材料の種類、
使用箇所、使用面積

特定建築材料等の種類 使用箇所 使用面積

吹付け石綿 天井 350

石綿含有保温材

石綿含有断熱材

石綿含有耐火被覆材

実際に行った内容
※実際に行った内容について簡潔に記入
※別紙に記入してもよい。

除去方法 除去 囲い込み 封じ込め その他 　

その他（石綿含有成形板等） 外壁、屋上 1320

石綿含有仕上塗材 外壁 670

作業計画に記載した内容

※該当する特定粉じん排出

※該当する除去方法

に○をする。

※該当する特定粉じん排

出等作業の種類に○をす


